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朝日医療大学校 AI 利用ガイドライン 

〜 AIを賢く・正しく・安全に活用するために 〜 

 

はじめに 

近年、ChatGPT や Gemini、Claude など多様な AI（人工知能）ツールが急速に普及し、学習・生活

のさまざまな場面で活用されるようになっています。 

 

本ガイドラインは、朝日医療大学校の学生が AI ツールを活用する際の適切なルールと心構えを示す

ものです。AIは正しく使えば学びを深める強力な道具になりますが、誤った使い方は学力の低下・個

人情報の漏洩・著作権侵害などのリスクをもたらします。 

 

このガイドラインをよく読み、AIを「賢く・正しく・安全に」活用してください。 

 

第 1章 対象と基本方針 

本ガイドラインは、朝日医療大学校に在籍するすべての学生に適用されます。 

 

AIツールの利用にあたっては、以下の基本方針を守ってください。 

● AIはあくまで学習の補助ツールであり、自分で考えることを代替するものではありません 

● AIの出力を鵜呑みにせず、必ず自分で内容を確認・検証してください 

● 他者のプライバシーや権利を尊重した利用を心がけてください 

● 本ガイドラインに定めのない事項は、担当教員または教務部に確認してください 

 

第 2章 レポート・課題での AI利用ルール 

2.1 利用の可否について 

AIツールの利用可否は、科目・課題ごとに担当教員が指定します。必ず授業のオリエンテーションや

課題の指示をよく確認してください。 

 

区分 内容 注意点 

利用可 担当教員が明示的に許可した課題・場面 
利用した場合はその旨を明記するこ

と 

条件付き可 アイデア出し・文章チェック等の補助的利用 最終的な内容は自分でまとめること 

利用不可 教員が明示的に禁止した課題・試験・実技評価 違反は不正行為として扱われる 

 

2.2 AI利用時の必須ルール 

● AIを利用してレポート・課題を作成した場合は、提出物に必ずその旨を明記してください 
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● AI出力をそのままコピー＆ペーストして提出することは禁止します 

● AIが生成した内容の正確性・信頼性は、必ず自分で確認・修正してください 

● AIに課題全体を丸投げせず、自分の考えや言葉を必ず加えてください 

 

記載例 
【AI 利用について】本レポートの構成を検討する際に ChatGPT を使用しました。内容は

自分で確認・加筆・修正しています。 

 

2.3 不正利用の扱い 

以下の行為は「学習上の不正行為」として扱い、学則に基づき単位不認定・警告・停学等の処分対象

となる場合があります。 

● AIが生成した文章をそのまま自己の著作として提出すること（AIによるコピー提出） 

● 試験・小テスト中に AIツールを無断使用すること 

● AIを使用したにもかかわらず、使用していないと虚偽申告すること（またはその逆） 

 

第 3章 情報セキュリティ・個人情報の取り扱い 

3.1 入力してはいけない情報 

AIに次の情報を入力することは絶対に禁止です。 

● 自分や他者の氏名・住所・電話番号・メールアドレスなど個人を特定できる情報 

● 患者・実習先に関する情報（実習中に知り得た情報はすべて対象） 

● 学校から提供された未公開の教材・試験問題・内部資料 

● SNS等で知り合った他者の個人情報や画像 

 

注意 
入力した情報は AI 企業のサーバーに送信され、学習データとして利用される場合がありま

す。一度送信した情報は取り消せません。 

 

3.2 アカウント管理 

● AIサービスのアカウントは自分専用のものを使用し、他者と共有しないこと 

● パスワードは推測されにくいものを設定し、定期的に変更すること 

● 学内 PCや共用端末で AIサービスを利用した後は、必ずログアウトすること 

● フィッシングサイト・非公式アプリには注意し、公式サービスのみ利用すること 

 

第 4章 著作権・引用ルール 

4.1 著作物の無断入力禁止 

書籍・論文・Web サイトの文章・画像などを無断で AI に貼り付けて処理させる行為は、著作権侵害

にあたる可能性があります。AIに既存の著作物を入力する場合は、著作権法上の「引用」の範囲を超

えないよう注意してください。 

 

4.2 AI生成コンテンツの引用・利用 
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● AIが生成した文章・画像などをレポートや発表で使用する場合は、AI生成であることを明記

すること 

● AI生成コンテンツには誤情報が含まれる場合があります。参考文献として使用する場合は、

必ず一次情報（論文・公式資料等）で裏付けをとること 

● AI生成の画像・音楽等を外部公開する場合は、利用規約の確認が必要です 

 

引用の書き方（例）  

AI利用の明記 （ChatGPT, GPT-4, 2024年 X月 X日生成） 

一次資料との併記 〇〇（ChatGPT生成）をもとに、△△論文（著者名, 年）で確認 

 

第 5章 AIリテラシー・批判的思考 

5.1 AIの限界を知る 

AIは非常に便利ですが、以下の点で限界があります。これらを理解した上で活用することが重要です。 

● AIは「もっともらしい文章」を生成しますが、内容が正確とは限りません（ハルシネーショ

ン） 

● 最新の情報を持っていない場合があります（学習データの時点に依存） 

● 専門的・倫理的な判断は苦手です（特に医療・福祉分野では注意が必要） 

● AIの出力は文化的偏見や不正確な情報を含む場合があります 

 

5.2 医療・福祉分野での特別な注意 

朝日医療大学校は医療系の専門学校です。以下の点には特別な注意が必要です。 

● 医療・介護・福祉の専門知識について AIを参照する場合は、必ず公式のガイドライン・教

科書で確認すること 

● 実習・臨床現場で AIを利用する場合は、必ず実習先・担当教員の指示に従うこと 

● 患者・利用者に関わる判断に AIの出力を用いることは禁止します 

 

5.3 情報の正確性を確認するために 

AIが提供した情報は、必ず以下の方法で裏付けを取るようにしましょう。 

1. 複数の信頼できる情報源（教科書・公的機関のサイト等）で確認する 

2. 担当教員・専門家に質問する 

3. AIに「この情報の根拠は？」と追加で質問してみる 

 

第 6章 禁止事項 

以下の行為は、学内規則・法律に違反する可能性があります。発覚した場合は厳正に対処します。 

● 個人情報・患者情報・実習先情報の AIへの入力 

● 課題・レポートへの AI出力のコピー提出（教員の許可がない場合） 

● 試験・小テスト中の AI無断使用 

● 他の学生・教員・関係者になりすましたコンテンツの生成 

● 差別的・暴力的・性的なコンテンツの生成 

● AIを用いたデマ・偽情報の拡散 
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第 7章 困ったとき・相談窓口 

AIの利用に関して不明な点・トラブルが発生した場合は、一人で抱え込まず、速やかに以下に相談し

てください。 

 

相談内容 相談先 

課題・レポートでの利用可否 担当教員 

情報漏洩・セキュリティトラブル 教務部・サポートセンター 

不正利用の疑い・被害 教務部・学生相談室 

著作権・法的な疑問 教務部（必要に応じて専門家に照会） 

 

相談した内容が不利益な形で扱われることはありません。気軽に声をかけてください。 

 

附則 

本ガイドラインは 2026年 4月 1日 より施行します。 

本ガイドラインは年 1回以上見直しを行い、変更がある場合は学内ポータルサイトにてお知らせします。 

【AI 利用について】本ガイドラインの初稿は AI（Claude, Anthropic）を活用して作成し、内容を確認・修正の

上、本校が正式に制定したものです。 

改定履歴：初版制定 2026年 4月 1日 


